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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 108,044 21.9 11,354 188.2 10,696 171.3 7,336 161.4
22年3月期第2四半期 88,622 △19.0 3,939 △49.4 3,943 △44.2 2,806 △42.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 97.06 97.01
22年3月期第2四半期 37.13 37.11

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 204,252 126,937 61.7 1,667.53
22年3月期 195,656 121,502 61.7 1,596.37

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  126,054百万円 22年3月期  120,675百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 10.00 ― 14.00 24.00

23年3月期 ― 20.00

23年3月期 
（予想）

― 15.00 35.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 210,000 10.9 20,000 72.8 18,500 63.7 13,000 78.5 171.97



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・平成22年5月13日に公表いたしました通期連結業績予想は修正しております。詳細につきましては、【添付資料】 ３ページ 「（３）連結業績予想に関する
定性的情報」をご覧ください。 
・本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】 P.4 「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 76,564,240株 22年3月期  76,564,240株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  970,779株 22年3月期  970,630株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 75,593,526株 22年3月期2Q 75,594,446株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における連結業績は、売上高は 108,044 百万円（前年同期比 21.9％増）、営

業利益は 11,354 百万円（同 188.2％増）、経常利益は 10,696 百万円（同 171.3％増）、四半期純利益は 7,336

百万円（同 161.4％増）となりました。 

 

セグメント別の概況は以下のとおりです。 

 

  【印刷材・産業工材関連】 

   当セグメントの売上高は 45,620 百万円、営業利益は 4,206 百万円となりました。 

   （印刷・情報材事業） 

     印刷用粘着製品は自動車、家電向け用途を中心に、国内、中国および東南アジアにおいて好調に推

移しました。 

   （産業工材事業） 

太陽電池用バックシートが欧米に加え、アジア地区で大幅に伸長し、２輪を含む自動車関連製品が

国内外において好調に推移しました。 

   （ヘルスケア事業） 

     概ね前期並みで推移しました。 

 

  【電子・光学関連】 

   当セグメントの売上高は 41,951 百万円、営業利益は 3,777 百万円となりました。 

   （アドバンストマテリアルズ事業） 

半導体関連粘着製品が好調に推移したことに加え、半導体関連装置も大幅に伸長しました。また、

積層セラミックコンデンサー用コートフィルムや光学関連製品も好調に推移しました。 

   （オプティカル材事業） 

液晶関連粘着製品は当第２四半期後半から市場の調整局面にあるものの、液晶テレビ、スマートフ

ォンなどの需要が好調であったことにより大幅に伸長しました。 

 

  【洋紙・加工材関連】 

   当セグメントの売上高は 20,472 百万円、営業利益は 3,318 百万円となりました。 

   （洋紙事業） 

     主力の封筒用紙が堅調に推移し、工業用特殊紙については需要が回復しました。 

   （加工材事業） 

粘着用および電子部品製造用の剥離紙が堅調に推移し、合成皮革用・炭素繊維プリプレグ用工程紙

や光学関連用剥離フィルムが好調に推移しました。 

 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 （資産） 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は 204,252 百万円となり､前連結会計年度末に比べて 8,596 百万

円の増加となりました。主な増減要因は以下のとおりです。 

・現金及び預金の増加         5,545 百万円 

・受取手形及び売掛金の増加      1,614 百万円 

・たな卸資産の増加          2,571 百万円 

・有形固定資産の減少        △1,377 百万円 
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 （負債） 

当第２四半期連結会計期間末の負債は 77,315 百万円となり､前連結会計年度末に比べて 3,161 百万円

の増加となりました。主な増減要因は以下のとおりです。 

・支払手形及び買掛金の増加      2,815 百万円 

 （純資産） 

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、126,937 百万円となり、前連結会計年度末に比べて 5,434 百

万円の増加となりました。主な増減要因は以下のとおりです。 

・利益剰余金の増加          6,787 百万円 

・為替換算調整勘定の減少      △1,268 百万円 

 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間の連結業績は、平成 22 年 8 月 9 日に上方修正した予想値を上回る結果となりま

した。 
当第３四半期以降につきましては、円高や世界経済の先行きが極めて不透明であることから、厳しい経

営環境になることが予想されます。しかしながら、太陽電池用バックシートや半導体関連製品などが堅調

に推移することが見込まれ、また、固定費の削減や原価低減への取り組みを強化することにより、平成

23 年 3 月期の通期連結業績は、売上高、利益ともに平成 22 年 5 月 13 日に公表した業績予想を上回る見

込みであります。 

 

   平成 23 年 3月期通期連結業績予想（平成 22 年 4 月 1日～平成 23 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 202,000 13,500 13,000 9,200

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 210,000 20,000 18,500 13,000

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 8,000 6,500 5,500 3,800

増 減 率 （ ％ ） 4.0 48.1 42.3 41.3

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 平 成 2 2 年 3 月 期 ) 
189,348 11,576 11,300 7,284

 

 
※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において想定できる経済情勢、市場動向および計画などに基づ

き作成したものであり、実際の業績は今後さまざまな要因によって予想値と異なる可能性があります。 
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該当事項はありません。 
  

①簡便な会計処理 

１) 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化
がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定してお
ります。 

２) 棚卸資産の評価方法 

連結子会社においては、当第２四半期連結会計期間末の棚卸資産の簿価切下げに関しては、収
益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り簿価切下げを行う方法によってお
ります。 

３) 固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を
期間按分する方法によっております。 
 なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分
して算定する方法によっております。 

４) 経過勘定項目の算定方法 

固定費的な要素が大きく予算と実績の差異が僅少なものについては、合理的な算定方法による
概算額で計上する方法によっております。 

５) 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限
定する方法によっております。また、連結子会社においては、業績の著しい好転または悪化及び
その他の経営状況に著しい変化が発生しておらず、かつ、四半期財務諸表上の一時差異等の発生
状況について前連結会計年度末から大幅な変動がないため、税引前四半期純利益に、前連結会計
年度の損益計算書における税効果会計適用後の法人税等の負担率を乗じて計算する方法によって
おります。 
 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一
時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将
来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20
年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平
成20年３月31日)を適用しております。 
 この適用による利益への影響はありません。 

２. その他の情報

（１）重要な子会社の異動の概要

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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３. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 33,020 27,474

受取手形及び売掛金 65,703 64,089

たな卸資産 27,258 24,686

その他 5,938 5,428

貸倒引当金 △295 △226

流動資産合計 131,625 121,451

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 23,856 24,748

機械装置及び運搬具（純額） 25,723 27,183

土地 8,672 8,681

建設仮勘定 1,503 480

その他（純額） 2,203 2,242

有形固定資産合計 61,959 63,337

無形固定資産 1,463 1,334

投資その他の資産

その他 9,438 9,703

貸倒引当金 △234 △170

投資その他の資産合計 9,204 9,532

固定資産合計 72,627 74,204

資産合計 204,252 195,656
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 46,886 44,071

短期借入金 1,432 1,424

未払法人税等 3,366 3,555

役員賞与引当金 36 69

その他 10,406 9,533

流動負債合計 62,127 58,654

固定負債

長期借入金 26 54

退職給付引当金 13,831 14,032

環境対策引当金 145 150

その他 1,183 1,262

固定負債合計 15,187 15,499

負債合計 77,315 74,153

純資産の部

株主資本

資本金 23,201 23,201

資本剰余金 26,830 26,830

利益剰余金 83,703 76,916

自己株式 △1,034 △1,034

株主資本合計 132,700 125,912

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △44 96

為替換算調整勘定 △6,602 △5,334

評価・換算差額等合計 △6,646 △5,237

新株予約権 88 67

少数株主持分 794 759

純資産合計 126,937 121,502

負債純資産合計 204,252 195,656
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（２）四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 88,622 108,044

売上原価 71,919 83,127

売上総利益 16,703 24,916

販売費及び一般管理費 12,763 13,561

営業利益 3,939 11,354

営業外収益

受取利息 51 74

受取配当金 30 54

為替差益 30 －

固定資産売却益 － 79

その他 181 154

営業外収益合計 293 363

営業外費用

支払利息 15 10

固定資産除却損 137 221

為替差損 － 651

支払補償費 42 46

その他 95 91

営業外費用合計 290 1,021

経常利益 3,943 10,696

特別利益

補助金収入 15 22

固定資産売却益 283 －

特別利益合計 299 22

特別損失

投資有価証券評価損 － 10

環境対策引当金繰入額 150 －

為替換算調整勘定取崩額 132 －

特別損失合計 282 10

税金等調整前四半期純利益 3,959 10,708

法人税、住民税及び事業税 1,354 3,396

法人税等調整額 △236 △76

法人税等合計 1,117 3,320

少数株主損益調整前四半期純利益 － 7,387

少数株主利益 35 50

四半期純利益 2,806 7,336
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該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 

   
(注) １ 事業区分は、製品の種類、性質及び販売方法の類似性を考慮し、粘着関連事業と紙関連事業に区分してお

ります。 

   ２ 各事業の主な製品 

(1) 粘着関連事業・・・・・・・粘着紙・粘着フィルム・半導体関連製品及び機器・光学関連製品 

(2) 紙関連事業・・・・・・・・剥離紙・剥離フィルム・封筒用紙 

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 

   
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

   ２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1) アジア・・・・・・・・・韓国、中国、台湾、シンガポール、インドネシア、マレーシア 

(2) その他の地域・・・・・・アメリカ、オランダ、ドイツ 

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

粘着関連事業 
(百万円)

紙関連事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

68,182 20,439 88,622 ― 88,622

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

21 7,252 7,273 (7,273) ―

計 68,204 27,691 95,896 (7,273) 88,622

営業利益 1,661 2,275 3,936 2 3,939

【所在地別セグメント情報】

日本 
(百万円)

アジア
(百万円)

その他の地域
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

71,839 11,860 4,922 88,622 ― 88,622

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

6,660 1,045 391 8,097 (8,097) ―

計 78,500 12,905 5,314 96,720 (8,097) 88,622

営業利益 2,231 1,531 195 3,958 (19) 3,939

【海外売上高】

アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 17,917 4,120 22,037

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― 88,622

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

20.2 4.6 24.9
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(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

   ２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1) アジア・・・・・・・・・韓国、中国、台湾、シンガポール、インドネシア他 

(2) その他の地域・・・・・・北米、欧州、オセアニア他 

   ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１．報告セグメントの概要 

当社グループの事業セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。 

当社グループは７つの事業部門から構成され、各事業部門が国内及び海外の包括的な戦略を立案し事業

活動を展開しております。 

したがって、これらを事業セグメントの識別単位とし、製品の製造方法、販売する市場等の類似性に基

づき、「印刷材・産業工材関連」、「電子・光学関連」、「洋紙・加工材関連」の３つの報告セグメント

に集約しております。 

各報告セグメントに属する主要な製品・サービスの種類は以下のとおりであります。 

 
  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
(注) １  セグメント利益の調整額は、すべてセグメント間取引消去の金額であります。 

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

【セグメント情報】

報告セグメント 主要な製品・サービス

印刷材・産業工材関連 印刷用粘着紙・粘着フィルム、ラベル印刷機、バーコードプリンタ、屋外看板・

広告用フィルム、内装用化粧シート、ウインドーフィルム、太陽電池用バックシ

ート、自動車用粘着製品、工業用粘着テープ、ヘルスケア関連製品

電子・光学関連 半導体関連粘着製品、半導体関連装置、積層セラミックコンデンサー製造用コー

トフィルム、光学関連製品

洋紙・加工材関連 カラー封筒用紙、特殊機能紙、剥離紙・剥離フィルム、炭素繊維複合材料用工程

紙、合成皮革用工程紙

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２
印刷材・産
業工材関連

電子・光学
関連

洋紙・加工
材関連

合計

売上高

  外部顧客への売上高 45,620 41,951 20,472 108,044 ─ 108,044

  セグメント間の 
 内部売上高又は振替高

19 11 7,900 7,931 （7,931) ─

計 45,639 41,963 28,373 115,976 （7,931) 108,044

セグメント利益 4,206 3,777 3,318 11,303 51 11,354

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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